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1．はじめに
近年、Europeana への関心が高まっている。文化

庁の文化関係資料のアーカイブに関する有識者会議の
「中間とりまとめ」（2014 年 8 月 27 日）（1）においては、
「文化関係資料のアーカイブの将来的な全体像」の中
核が「文化ナショナルアーカイブ （日本版ヨーロピ
アーナ）」であると書かれており、Europeana が日本
が目指すべきモデルと取られていることがわかる。ま
た、2015 年 1 月 20 日には、国立国会図書館において
国際シンポジウム「デジタル文化資源の情報基盤を目
指して：Europeana と国立国会図書館サーチ」が開
催され、Europeana 執行委員のニック・プール（Nick 
Poole）氏らが講演した（2）。アーカイブに関する書籍
でも Europeana について論じられることがある（3）。
このようにしばしば語られる Europeana であるが、
その実態についてはあまり知られていない。

Europeana の概要については古山氏のレビュー
（CA1785 参照）がある。また鈴木氏らは、孤児著作
物に関する EU の動向（CA1771 参照）を解説する中
で Europeana の生い立ちについて解説している（4）。

筆 者 は、2015 年 6 月 11 日 に、 オ ラ ン ダ に あ る
Europeana の本部を訪問し、Europeana Foundation 副
所長ハリー・フェアウェイエン（Harry Verwayen）
氏らに面会して、ヒアリングを行った。本稿では、そ
のヒアリングもふまえ、Europeana の最近の状況に焦
点をあてて紹介する。

2．Europeana の歴史
Europeana は Google Books プロジェクトに対する

欧州の危機感、特にフランスの危機感から生まれた。
当時フランス国立図書館長であったジャン・ノエル・
ジャンヌネー（Jean-Noël Jeanneney）氏によれば（5）、
ジャンヌネー氏が 2005 年 1 月にルモンド紙に「グー
グルがヨーロッパに挑むとき」という記事を書いたが、
その後フランスのシラク大統領は彼に面会を求め、彼
の運動を支援するつもりだと述べたという。その結果
が 4 月 28 日にシラク大統領の書簡となったのである 

（表 1）。
なお、Europeana のプロジェクトは、当初 European 

Digital Library Network （EDLnet） と呼ばれていた（7）。

動向レビュー

当初の開発には EU から 200 万ユーロ （2009-2011 年） 
の資金が投入された（8）。Internet Archive の Wayback 
Machine（9）には、Europeana のベータ版が 2007 年 3 月
28 日に記録されている。プロトタイプの正式な公開は
2008 年 11 月 20 日で 450 万件のコンテンツが提供され
た。しかし、1 時間に 1,000 万件ものトラフィックが殺
到したので即日ダウンし、一旦閉鎖して 12 月に再オー
プンした（10）。

Europeana の正式版 Europeana v1.0 開発プロジェ
クトは 2009 年 2 月 1 日に開始され、2011 年 10 月に
公開されて（11）、現在に至っている。

3．Europeana の運営
3.1　運営

Europeana の運営は Europeana Foundation によっ
て行われている（12）。Europeana Foundation は主とし
て欧州委員会（EC）の予算で運営されている。

Europeana Foundation の本部はオランダのデン・
ハーグにあり、約 60 名の職員がいる。フェアウェイ
エン氏によれば、デン・ハーグに事務所を開いたのは、
開設当時オランダ政府が大変協力的だったためで、こ
の事務所も格安で借りているとのことであった。

Europeana Foundation はいわばネットワーク組織
である。理事会は 17 名からなり、図書館・博物館な
どの代表からなっている（13）。＊一般社団法人情報科学技術協会

表 1　Europeana の歴史（6）

年月日 出来事

2005/04/28

フランスのシラク大統領の他、ドイツ、スペ
イン、イタリア、ポーランド、ハンガリーの
各首脳が欧州委員会（EC）のバローゾ委員長
に書簡を送り、欧州の仮想図書館建設を提言

2005/09/30 EC がデジタル図書館の建設の提言、"i2010: 
Digital Libraries" を欧州議会に提案

2006/02/27 EC は高官レベルの検討委員会を設置

2006/08/24 EC は欧州の文化遺産のデジタル化と公開に
ついての提言を採択

2006/11/13 EC が欧州の文化遺産のデジタル化と公開に
ついての結論を採択

2007/09/27 欧州議会が欧州デジタル図書館の設立を決定

2008/02/01 フランクフルトの会議で Europeana の最初の
モデルが提示される

2008/11/20 Europeana が公開
2009/08/28 EC が Europeana の次期計画提案を承認
2010/05/10 欧州議会が Europeana の次期計画結論を採択

2011/10/27 EC が文化資産のデジタル化と公開とデジタ
ル保存についての勧告を採択

2012/05/10 欧州議会が EC の勧告を採択
2014/07/03 Europeana Strategy 2015 - 2020 を公表

2014/07/22 EC が欧州の文化遺産のための統合的戦略を
欧州議会に提案
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たとえばルーブル美術館の所蔵品のデータは、フラ
ンスの国立アグリゲータである moteur Collections 経
由で搭載されているので、提供者としてのルーブル美
術館は見つからない。一方直接 Europeana にデータ
提供しているところもある。有名なところでは、オラ
ンダのアムステルダム国立美術館（Rijksmuseum）が
ある。

こうした柔軟性により、Europeana は多数のデー
タを集めることができているが、一方、複数のルート
から集められるためデータの重複が頻繁に生じること
が問題である。また、これらアグリゲータの中には、
後述の Athena, AthenaPlus のようにプロジェクトと
して構築されたものもあり、その場合は予算が切れる
とサイトが閉鎖される可能性もある。そうした場合の

理事会の下に執行委員会があり、そこが日常の運営
に責任を持っている（14）。

3.2　予算
年次報告によれば（15）、2014 年の収入は約 506 万ユー

ロである。ほとんどが EU 等からの補助金であり、事
業収益というものはない。また、おそらく経理上の仕
組みと思われるが、剰余金や年次繰越金は記載されて
いない。

また 2014 年の支出の内訳は、プロジェクト費用約
475 万ユーロ、人件費約 32 万ユーロ、管理費約 19 万
ユーロなどである。ただし、ほとんどの職員の人件費
はプロジェクトの費用でカバーされており、詳細は年
次報告からは読み取れない。

なお、フェアウェイエン氏によれば、Europeana が受
け取っている 2015 年の資金は約 890 万ユーロで、その
うち 270 万ユーロは 27 のパートナーに配られているとの
ことであった。パートナーの例としては、European 
Film Gateway（16）や Archives Portal Europe（17）などが
ある。European Film Gateway はその資金で映画の
デジタル化を行っている。

4．Europeana の仕組み
Europeana は一種のポータルである。デジタル・

コンテンツは EU 各国にあるコンテンツ・プロバイダ
が保有しているが、そのメタデータを Europeana が
収集し、API を用いてウェブで公開している。デー
タ提供者は 2015 年 7 月現在 152 機関ある（18）。こうし
て集められたメタデータの数は 2014 年現在、約 3,600
万件となっており（19）、2008 年の約 450 万件から順調
に増加している。

Europeanaでのメタデータ収集はOAI-PMH（CA1513
参照）によっておこなわれている（20）。OAI-PMH は
米国デジタル公共図書館（Digital Public Library of 
America：DPLA；CA1857 参照）でも使われている（21）。
Europeana のメタデータについては、塩崎氏らが国立
国会図書館サーチとの比較で論じている（22）。本稿では、
コンテンツ・プロバイダから収集したメタデータの流
れを中心に解説したい。

Europeana におけるデータの流れは大変複雑であ
る（図 1）。すなわち、 博物館・文書館・図書館などの 
データ提供者 （Memory Institution） は、国や地域単位
のアグリゲータ （National/Regional Aggregator）、博
物館・文書館・図書館など、館種別のアグリゲータ 

（Domain Aggregator）、ファッション・食品・飲料な
ど主題別のアグリゲータ （Thematic Aggregator） な
ど、さまざまなルートで Europeana にデータを提供し
ている（24）。

図 1　Europeana におけるデータの流れ（23）

表 2　データ提供者の分布（25）

データ提供者 機関数 メタデータ数
（2014/12）

国単位アグリゲータ 34 12,528,959

館種別アグリゲータ 4 9,441,012

EU プロジェクト （主題別） 33 13,097,791

その他のアグリゲータ 5 119,282

館が直接提供 37 935,722

合計 113 36,122,766
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データやリンクの継続性も課題である。
国単位のアグリゲータは提供データ数も大きく、ま

た永続性もある程度保証されているので、Europeana
の核ということができる（表 2）。

また 2014 年におけるコンテンツの種類別の割合は、
“Image”が約6割、“Text”が約4割などとなっている（26）。

同様に、主要国の国別のコンテンツ数は、ドイツ、
オランダ、フランス、スペインのコンテンツ数が 400
万前後で拮抗しており、スウェーデン、英国、イタリ
アが 300 万前後でこれに次ぐ（27）。

以下主要なアグリゲータを紹介する。

The European Library
The European Library（CA1556 参照）は欧州国立図

書館協会（Conference of European National Libraries 
: CENL） が運用する欧州 48 の国立図書館および研究
図書館の共同プラットフォームで、これら図書館のメ
タデータやコンテンツをインターネットで提供してい
る（28）。Europeana の立ち上がりを人的・技術的に支
援し、現在でも協力が続いている。現在でも、各国の
国立図書館のデジタル・コンテンツを Europeana へ
提供するアグリゲータとなっており（29）、1,074 万件の
データを提供する Europeana 最大のアグリゲータで
ある。現在の主要なプロジェクトのひとつは欧州の新
聞のデジタル化である（30）。

ATHENA（Access to Cultural Heritage Networks 
across Europe）

Europeana にデータを提供しようとする博物館等
のためのアグリゲータとして EU の eContentplus プ
ログラムの中で構築されたプロジェクトである（31）。
2008 年に開始し、2011 年に終了したので、ATHENA
自体はデータを公開していない。その後 2013 年 3 月
に AthenaPlus プロジェクト（32）が開始されたがこれも
2015 年 10 月に終了した。

Digitale Collectie
Digitale Collectie（33）はオランダの図書館・博物館等

7 館のコンソーシアムで、現在、Europeana には 263
万件のデータを提供している。

Hispana
スペインの図書館と博物館のデジタル化プロジェク

トのディレクトリで、Europeana の国単位アグリゲー
タとなっている（34）。現在、239 万件のデータを提供し
ている。

European Film Gateway（EFG）
フランス、ハンガリー、ドイツなど 15 か国、16 のフィ

ルム・アーカイブの協力プロジェクトで、2008 年に
結成された（35）。2012 年現在で、Europeana に約 55 万
件のデータを提供している。その 90% は画像、5% が
テキスト、5% が動画である。

moteur Collections
moteur Collections（36）はフランスの文化通信省が提

供しているデジタル・アーカイブのポータルで、フラ
ンスの国立図書館、美術館・博物館 （ルーブル、オル
セーなど）、文書館などのデジタル・データを提供し
ている。現在、Europeana には 96 万件のデータを提
供している。

その他、Europeana では現在、Europeana Cloud 
（E1539 参照）を開発中である（37）。小規模のアグリゲータ
は、Europeana のためにサーバーを維持したり、メタデー
タを変換したりするのが大変である。これを支援するの
が Europeana Cloud である。ここでは、データの保存を
おこなうほか、メタデータの変換やチェックのためのツー
ル、研究者のためのツールなどを用意する予定である。

5．Europeana の戦略方針
Europeana は 2011 年から 2015 年までの戦略方針（38）

に基づいて建設されてきた。これを引き継ぐ最新の戦
略方針、Europeana Strategy 2015-2020（39） （E1620 参
照）は、次のように述べている。

欧州に存在すると推定されるアーカイブのうち、デ
ジタル化されているのは 10% 程度だと思われる。さ
らにその内の 12%、約 3,200 万件が Europeana に登
録されている。さらにその中で、再利用可能なものは
35% である（これにはパブリック・ドメイン、クリ
エイティブ・コモンズ（Creative Commons: CC）ラ
イセンスの CC0、CC BY、CC BY-SA などが含まれ
る（40））。フェアウェイエン氏によれば、目標はその比
率を 48% まで高めることである。

プラットフォームとしての Europeana は、一般利
用者、専門職（図書館、博物館等の文化機関の関係者）、
開発者の 3 つのグループをサポートしている （図 2）。
専門職はデータを提供し、トラフィックを享受する。
開発者は新しい API や機能を開発し、Europeana の
再利用を促進する。一般利用者に対しては、使いやす
いようにテーマ毎のビューを提供したり、教育のため
の利用を促進する。

この中心となるのが “Core” とよんでいるメタデー
タのデータベースである。

具体的な目標として以下の 3 点を掲げている。
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（1） データ品質の向上
メタデータの品質を向上させ、かつオープンなコン

テンツを増やす。
（2） データのオープン化

コンテンツの再利用のためデータのオープン化を促
進する。

（3） パートナーの利益の創造
パートナー機関の可視性が向上し、コストも削減で

きるよう努力する。

フェアウェイエン氏によればEuropeana Foundation
の組織もこの 3 つのグループに対応するように組織さ
れている。

6．現在進行中のプロジェクト
6.1　語彙の補強

Europeana では、コンテンツにキーワードを付与す
るため独自の語彙 （vocabulary） を持っているが、同
時に他所で開発されている語彙を活用して補強してい
る。Europeana が活用している語彙には、GeoNames

（場所）、GEMET（概念）、DBpedia（概念・エージェ
ント）、Semium Time（時間）のようなものがある（41）。

6.2　多言語対応
大きな問題としては、多言語対応がある。Europeana

には 30 の言語の資料がある。たとえば、「眼鏡」につい
てのコンテンツを探そうとして英語で “glasses”と入力して
も、ドイツ語で “brill”、あるいはフランス語で “lunettes”
と記載されていると、現在は見つけることができな
い。このために外部で利用できる典拠データベースを
利用して、Europeana のメタデータを強化すること
を考えている（42）。現在利用できる典拠データベース

には、VIAF（Virtual International Authority File）（43）

（CA1521参照）、GeoNames（44）、Wikidata（Wikipedia
で利用可能なデータベースを提供するプロジェクト）（45）な
どがある。

絶対数からいえば VIAF の方が Wikidata/DBpedia
（Wikipedia から抽出された構造化データ）より多い
が、Wikidata の方がより多言語である。したがって
Wikidata を利用している。VIAF の方は同じ言語に
おける綴りの違いが多く収録されている。

また Wikidata には概念データもある。たとえば「食
品と飲料」という概念について Wikidata には 6,600
もの「食品」の概念がある。また Wikipedia 全体には

「食品」に関連する記事は 60 万から 120 万件あると思
われる。

Wikidata には現在 1,400 万件のデータが登録され
ており、API で利用できるほか、オープンデータと
しても利用可能である。今後 VIAF と Wikidata の
連携が進められる方向である。Europeana としては
Wikidata を用いて、セマンティックの充実を行うと
ともに、Europeana のコンテンツを Wikidata にリン
クすることを考えている。Wikipedia の記事をつくら
なくとも、Wikidata にエントリーを作成することは
可能で、自動的に登録することができる。

6.3　API
フェアウェイエン氏によれば、Europeana はポー

タルというよりは API のかたまりであるという。こ
のポータルは API を使って作られている。メタデー
タのデータベースはクラウドにある。コンテンツにつ
いては直接リンク、またはサイトへのリンクを要求し
ているが、API 開発のためには API がトップページ
などでなくコンテンツに直接リンクできないと意味の
ある表示ができない。

現在 API キーは 2,000 件発行している。その成果は
Europeana Labs（46）で見ることができる。

6.4　Google との協力と競合
フェアウェイエン氏によれば、Google との関係に

ついては、Google Virtual Exhibition（47）などでGoogle 
Cultural Institute（E1477 参照）と協力している。

一方 Google Art Project（48）については競合関係にあ
る。Google Art Project は主として大美術館を相手に
しているが、Europeana はより広範な美術館・博物館
を対象とすることで差別化したいとのことであった。

6.5　Wikipedia との協力
Wikipedia とは協力を強めている。一つは前述の

Wikidata の利用である。もう一つはコンテンツのアッ

図 2　プラットフォームとしての Europeana

出典 : Europeana. ‘We transform the world with culture’: 
Europeana Strategy 2015-2020. p. 11.
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プロードである。Wikipedia の GLAM-Wiki ツールを
使うとコンテンツを Wikimedia Commons に簡単に
アップロードできる（49）。メタデータは XML で用意す
る必要がある。

6.6　DPLA との協力
Europeana としばしば並び称されるアーカイブ・

ネットワークである DPLA とはさまざまな協力関係
にある。特にメタデータ標準については Europeana
が開発したメタデータ・スキーマ （Europeana Data 
Model: EDM）（50）を DPLA も利用することとし、こ
れ を 基 礎 に し て DPLA Metadata Model を 開 発 し
た（51）。フェアウェイエン氏によれば、DPLA では
Europeana との同時検索のためのアプリをすでに開発
し（52）、Europeana では、Europeana、DPLA、Digital 
New Zealand（ニュージーランド国立図書館の電子図
書館ポータル）を横断検索できるツールを開発中であ
る。このような横断検索の実現のためにもメタデータ
の標準化が必要である。

また著作権などの権利情報の記述についても協力
している（後述）。さらに Google に対抗するために
Virtual Exhibitions（53）などに使用されるソフトの共同
開発も行っている。フェアウェイエン氏によれば、こ
れは SPOTLIGHT というオープンソースのツールを
使っている。

7．コンテンツの権利情報
先に述べたように、Europeana ではコンテンツの

再利用に力を入れている。再利用ができなければ API
を使ったアプリでコンテンツを表示・加工することも
制限され、教育での利用などが広がらない。再利用の
ためには、正確な権利情報の記述が必要となる。現在
Europeana で再利用可能を明示するために使われて
いるものは、Public Domain Mark（PDM）、Out of 
copyright - non commercial re-use（OOC-NC）、CC0
や CC BY など、合計 9 種類である（54）。

Europeana は権利関係の記述についても DPLA と
協力して標準化をすすめている。その報告書（55）では、
CCライセンスに加えて著作権が保護されているもの、
パブリック・ドメインのものなど 11 種類の権利表示
を提案している。

8．終わりに
Europeana は EU の強いイニシアチブと、各国の

博物館・文書館・図書館の積極的な協力により影響力
のあるアーカイブ・ネットワークに成長した。DPLA
との協力も進展し、合わせて西欧文化の壮大なパノラ
マを提供している。わが国で学ぶべきことは次のよう

な取り組みであると考える。

1．政府と各機関の協力の仕組みを構築する
Europeana は多数の国家の統合体である EU の中

で、政治的な思惑を超えて、国あるいは民間の機関と
の連携によって構築されたという点が画期的である。
理念を先行させてエゴイズムを克服した点が成功の鍵
であったと考えられる。

2．コンテンツの公開に対する文化機関の消極性・閉鎖
性を打ち破る
この点は Europeana でも必ずしも成功していると

は言い難い。大美術館・博物館の多くは、コンテンツ
の独自公開、もしくは Google Art Project などに注
力しており、Europeana への協力は十分とはいえな
い。コンテンツの再利用についてもまだまだ消極的で
ある。このことはわが国でも同様である。

3．API を中心としたシステムを中央でも地方でも構
築する
わが国のシステム開発、特に図書館システムを含む

公的システムにおいては、伝統的なパッケージ開発が
中心である。Europeana はデータベースのまわりに
API 群を開発し、インタフェースは API を利用して
自由に作成できる仕組みをとっており、外部のボラン
ティアがどんどん便利なツールを開発できる。このよ
うなオープンな仕組みがデジタル・アーカイブには好
ましい。

4．メタデータの CC0 による公開を促進する
CC0 とは、著作者が著作権を放棄することを示す。

Europeana ではコンテンツを記述する情報 （キーワー
ドなども含め） は CC0 と規定しており、誰でも API
などで自由に利用できる。わが国ではまだそのコンセ
ンサスがない。

5．若い人の力を活用する
Europeana では API 開発を中心にさまざまなワー

クショップがある。各国の図書館や博物館、大学生な
どが参加して活発な活動をおこない、それがシステム
に反映されている。企業に丸投げしたシステムと異な
り、いわば「開発者の顔が見える」システムである。
わが国でも Code4Lib などの活動があるので、これら
の力を借りることが望ましい。

わが国では「産学官」の協力ということがしばしば
語られる。Europeana は、「国、図書館・博物館・文
書館、ギーク（IT に関する高い知識と技術力を持つ
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人々）」の協力の結実ということができよう。わが国
とは置かれた環境が異なるものの、学ぶところは多い。
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